
令和８年度専攻医シーリング案について

〇 専攻医の採用定員数に上限（＝シーリング）を設けることにより医師の地域偏在を是正する（2018～）

〇 診療科ごとにシーリング対象の都道府県が異なる（必要数に達している診療科に設けられる）

（例）2026年度の東京都のシーリング数案…内科５３１、小児科117、皮膚科６６ 等

〇 九州は福岡県をはじめ、佐賀県、長崎県、熊本県、沖縄県の一部の診療科のみ

資料１－２

１ シーリングの内訳

○大分県内にシーリング対象の診療科はない（採用数の制限なし）

○シーリング対象県の連携プログラムにおいて、連携先となり得る

２ 県内における影響について

【福岡県（内科）のＲ８シーリング案】

①通常プログラム数 138 ＋ ②連携プログラム（都道府県限定分）2

＋ ③連携ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（都道府県限定分を除く） 7 ＋ ④特別地域連携ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 4 ＝ 151人 （参考：R7採用数 155人）

参考

上記の例においては、連携プログラム（都道府県限定分を除く）では連携先となり得る

ただし、令和７年度の連携プログラム（都道府県限定分）、特別地域連携プログラムにおいては、

県内施設との連携実績はなく、県内への影響は限定的

研修期間連携先

要件なし要件なし通常プログラム①

１年６か月以上
足下充足率(※)0.8以下の都道府県
（大分県：皮膚科、眼科、耳鼻咽喉科、形成外科、リハビリテーション科）

連携プログラム
（都道府県限定分）

②

１年６か月以上
シーリング対象外の都道府県
（大分県：全診療科）

連携プログラム
（都道府県限定分を除く）

③

１年以上
足下充足率0.7（小児科0.8）以下かつ、医師少数区域もしくは連携B水準
の施設（大分県：耳鼻咽喉科）

特別地域連携プログラム④

※足下充足率・・・2016足下医師数/2016必要医師数 または 2018足下医師数/2018必要医師数
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